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高橋 豊氏は� 1990年群馬大学大学院工学研究科修士課程応用化学専攻を修了後�日本電子株式会社に入
社し� 主として液体クロマトグラフ�質量分析計 (LC-MS)の開発と Nano-ESIの有用性を示す応用研究に携

わってきた� また� 群馬工業高等専門学校の田島 進教授の指導の下� MIKEスペクトルを用いた有機イオ

ンの単分子分解機構の解明など基礎的研究を行い� 2001年� 群馬大学より �有機化合物の単分子分解機構の
研究� によって博士�工学�の学位を授与された�
まず�Nano-ESIの有用性を示す応用研究として�磁場型質量分析計を用いて簡便に精密質量測定が行える

Multi-Sprayer Nano-ESIイオン源を提案し�その開発と応用研究を行っている�従来の Nano-ESIイオン源

では� 試料導入用のキャピラリ	が 1本しかなく� 内部標準物質を測定試料に混合するより方法がなく�
Nano-ESIイオン源を接続した磁場型質量分析計を用いた精密質量測定は困難� かつ分析者に高い分析技術
が必要であった�すなわち�内部標準物質の影響で測定試料のイオン化が阻害されたり�シグナルが検出され
なくなったりするという不具合が生じないように� 両者の混合比率の決定には豊富な経験を要するためであ
る�高橋氏が提案したMulti-Sprayer Nano-ESIイオン源は�複数のキャピラリ	が装着可能なため�内部標
準物質と測定試料を別
に注入することで�誰もが容易に精密質量測定が行える�また�複数の測定試料を同
時に精密質量測定することや� 複数のキャピラリ	の一つに Nano-HPLCのカラム出口を接続することで�
混合試料を Nano-HPLCで分離し� オンラインでの精密質量測定も可能にした� 今日� この手法が研究者に
広く普及する魁的な研究になっている�
一方� MIKEスペクトル法を用いた基礎的研究として� 重水素標識法と熱力学的検討を併用して� 有機イ
オンの単分子分解機構の解明を行っている� 近年� 生体関連試料 �ペプチドや生体内代謝物� を中心として�
MS/MSによる CIDスペクトルを用いた構造解析が行われているが� McLa#erty転位に代表される� 確実
な分解機構はほとんど解明されていない� 単純な有機化合物のMIKEスペクトルや CIDスペクトルを数多

く測定していく過程において� 理論的に説明できる汎用性の高い分解機構を解明することを目的として� ジ
アルコキシアルカン� クロロフェノ	ル� フタル酸エステルなどの化合物をタ	ゲットとした研究を行って
いる� クロロフェノ	ルに関する研究では� クロロフェノ	ル分子イオンの代表的な分解である HCl脱離に

おいて�この分解に関与するHは�重水素標識法により�ベンゼン環のHではなく水酸基のHであることを

確認した� これは s-体のみならず� m-体� p-体においても同様であった� この現象は� s-体においては容易に

説明できるが� m-, p-体においてはさまざまな可能性について検討する必要があり� 最も妥当な機構として�
m-, p-クロロフェノ	ル分子イオンからのHCl脱離に先立って� Clが s位まで移動する� Cl原子の �Ring-

Walk機構�を提唱した� クロロフェノ	ルはダイオキシンの前駆体として知られている� ダイオキシンで
も� 同様に “Ring-Walk”が起こるなら� ダイオキシンの毒性を抑えるなどの試みに応用できる可能性も示唆
している�
さらに� 有機イオンの分解を詳細に解明しようとするとき� 同じ質量電荷比をもち組成の異なる Isobar

ion が存在する可能性があるが� それを考慮して分解機構を議論している研究者は多くない� MIKEスペク

トル法と高分解能測定を組み合わせた実験により� 2-Methoxyethylamineから生じる m/z 45イオンが

CH3OCH2
�と C2H7N�の Isobar ion であること� および Methyl trifluoroacetoacetate と 1,1,1,5,5,5-

Hexafluoro-2,4-pentanedioneから生じるm/z 69イオンが OCCHCO�と CF3
�の Isobar ionであることを

見いだした�この研究は�分解機構に関する研究者が見落としがちな� Isobar ionの存在に注意を促すという

意味で非常に重要であると考えられる�
以上のように� これら高橋氏の応用研究と基礎研究は両方ともユニ	クな研究であり� 質量分析学に新た
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な知見を与えている� 基礎と応用の双方にわたる氏の研究は今後の質量分析学の発展にも大いに寄与するこ
とが期待され� 日本質量分析学会奨励賞にふさわしいと認められた�
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